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月 火 水 木 金 土 日 
    1 2 3 

    第1回運営審議会 

 

★はつらつ伝承塾  

4 5 6 7 8 9 10 

休館日 

 

・カラオケ 

・書道 

・健康体操 ・ハンドメイド ★チロリアンランプ

の手入れ 

・ヨガ 

行政配布 

・囲碁 

 

11 12 13 14 15 16 17 

休館日 ・カラオケ 

 

・KDっち 

・健康体操 

★子ども見守隊結成式 

・エクサっち 

・ヨガ ★はつらつ伝承塾 休館日 

18 19 20 21 22 23 24 

休館日 

 

・カラオケ ・健康体操 ★教えてタブレット 

 

・ヨガ 行政配布 

 

 

25 26 27 28 29 30  

休館日 

 

・カラオケ ・KDっち 

・健康体操 

★教えてタブレット 

・囲碁 

・エクサっち 

休館日 

(昭和の日) 

 ★教育事業 

・自主グループ 

自治連合会長 

中島 雅夫氏 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建
一 

「
越
前
陶
芸
村
」
の
仕
掛
け
人
は 

 
 

 

渡
部 

智
氏(

笹
谷
乗
泉
寺
前
住
職) 

 

No.36 

 

※新型コロナウイルス感染状況によって、変更、延期になることがあります。公民館までご確認ください。 

問い合わせ先 ： 清水西公民館 ☎＆FAX0776-98-4560（9:00～17：00月曜日、第三日曜日、祝日休館日） 

【
子
ど
も
見
守
り
隊
結
成
式
】 

 

と 

き 

令
和
４
年
４
月
14

日
（
木
） 

 
 

時
間
未
定 

場 

所 

清
水
西
小
学
校 

児
童
玄
関 

 

対 

象 

清
水
西
地
区
子
ど
も
見
守
り
隊
の
方 

内 

容 

結
成
式 

 

※
見
守
り
隊
の
方
に
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
教
え
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
！
①
②
】 

 

と 

き 

①
令
和
４
年
４
月
21

日
（
木
） 

 
 
 
 

②
令
和
４
年
４
月
28

日
（
木
） 

 
 

13

：

30

～
15

：

00 

場 

所 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

対 

象 

地
区
住
民 

内 

容 

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ 

 
 
 
 

②
電
子
マ
ネ
ー
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ 

参
加
費  

無
料 

 
※
詳
細
は
４
月
９
日
の
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
下
さ
い
。 

【
子
ど
も
見
守
り
隊
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

し
ま
せ
ん
か
？
】 

 

と 

き 

令
和
４
年
４
月
～
令
和
５
年
３
月 

 
 
 
 

毎
週
木
曜
日 

月
一
回(

当
番
制) 

 
 

14

：

55

～ 

 
 

15

：

50

～ 

場 

所 

清
水
西
小
児
童
通
学
路 

 

活
動
内
容 

清
水
西
小
学
校
児
童
の
下
校
時
、
信
号

機
な
ど
の
箇
所
に
立
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
見
守
る
活
動
で
す
。
ご
協
力
く

だ
さ
る
方
は
、
清
水
西
公
民
館
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。☏

（
９
８
）
４
５
６
０ 

      

     
     
     

2021年度全国統一防火標語  

「おうち時間 家族で点検 火の始末」  
春先は空気が乾燥し   

火災が発生しやすくなります。   

火の取り扱いには十分気をつけましょう。  

１１９番は緊急回線です！   
火事などの災害や休日診療に関するお問い合わせは、 

テレホンサービス（２５－９９９９）をご利用ください。 

福井市南消防署（℡３３－０１１９）  

     

 

３月２０日～２６日は 

春の火災予防運動 

 

春の火災予防運動 
 

歴
史
小
説
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
な
ど
で
知
ら
れ
る

司
馬
遼
太
郎
の
代
表
的
な
紀
行
文
『
街
道
を
ゆ

く
』
の
第
十
八
巻
「
越
前
の
諸
道
」
の
な
か
で
、笹

谷
乗
泉
寺
前
住
職 

渡
部
智
氏
に
つ
い
て
の
描
写

が
あ
る
。 

 

「
陶
芸
館
長
の
渡
部
智
氏
は
、(

越
前
焼
の
い
わ

れ
を)

越
前
な
ま
り
で
い
わ
れ
た
。標
準
語
に
ほ

ど
よ
く
越
前
な
ま
り
を
ま
じ
え
る
と
、ひ
ど
く
剛

直
な
感
じ
の
音
に
な
り
、人
格
的
な
印
象
ま
で
そ

の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。」 

 

「
丹
生
山
地
の
小
曽
原
の
台
地
に
陶
芸
村
が
で

き
た
の
も
、以
下
は
推
察
だ
が
、こ
の
県
に
窯
業

試
験
場
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。さ
ら
に
は
、

初
代
館
長
の
渡
部
智
氏
自
身
が
、そ
の
場
長
だ
っ

た
と
い
う
意
味
が
大
き
か
っ
た
ろ
う
と
思
え
る
。

も
と
も
と
こ
の
人
は
謙
虚
な
人
柄
で
、そ
の
よ
う

な
こ
と
を
私
に
言
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。」 

 (

越
前
焼
の
輪
積
技
法
に
つ
い
て) 

 

「
こ
う
い
う
不
思
議
な
存
在
を
外
界
の
専
門
家

が
発
想
す
る
に
い
た
る
の
は
、き
わ
め
て
お
そ
い
。

丹
生
山
地
に
お
い
て
戦
後
ほ
ど
な
く
「
古
越
前
」

と
い
う
も
の
の
存
在
を
発
見
し
た
小
山
富
士
夫

ほ
ど
の
炯
眼
の
人
で
さ
え
、こ
の
平
等
（
た
い
ら
）

で
ひ
そ
か
に
息
づ
い
て
い
た
技
法
を
見
落
と
し
た

か
に
思
え
る
。ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、昭
和
四
十
二
年

に
福
井
県
窯
業
試
験
場
に
赴
任
し
て
こ
ら
れ
た

渡
部
智
氏
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、ご
当

人
は
（
藤
田
）
重
良
右
衛
門
さ
ん
の
発
見
に
つ
い

て
は
こ
と
ご
と
く
語
る
こ
と
を
さ
れ
な
い
。」 

と,

紹
介
し
て
い
る
。短
い
文
で
は
あ
る
が
、渡
部

智
氏
の
人
柄
と
越
前
焼
・陶
芸
村
と
の
関
わ
り
を

婉
曲
な
表
現
の
よ
う
に
見
え
る
が
、実
に
鋭
く
的

確
に
と
ら
え
て
い
る
と
思
う
。 

 

渡
部
氏
は
大
正
十
一
年
（19

2
2

）
乗
泉
寺
に
生

ま
れ
る
。
昭
和
十
五
年
、
旅
順
工
科
大
学
を
卒

業
。炭
鉱
、採
鉱
学
教
室
助
手
、軍
隊
な
ど
を
経

て
昭
和
二
十
一
年
か
ら
県
職
員
と
な
る
。結
核
の

た
め
療
養
生
活
を
送
り
復
職
。工
場
誘
致
の
担

当
で
は 

                                                                                                                                                                            

心
に
「
土
と
炎
と
緑
の
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
を
合

言
葉
に
し
て
着
々
と
進
め
ら
れ
、全
国
的
に
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、数
多
く
の
受
賞
を
記
録

し
た
。 

  

こ
の
陶
芸
村
は
、都
市
公
園
百
選
に
選
ば
れ
て

い
る
広
大
な
越
前
陶
芸
公
園
を
中
心
に
、越
前

焼
を
見
る
・作
る
・使
う
こ
と
が
出
来
る
福
井
県

陶
芸
館
、後
継
者
育
成
の
拠
点
で
あ
る
窯
業
指

導
分
所
、買
う
こ
と
が
出
来
る
「
越
前
焼
の
館
」

や
、食
事
・宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
、越
前
焼
を

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
。 

  

い
み
じ
く
も
司
馬
遼
太
郎
が
指
摘
し
た
よ
う

に
渡
部
智
氏
が
情
熱
を
注
が
な
け
れ
ば
、今
の
陶

芸
村
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、越
前
焼
き
そ
の
も

の
が
存
亡
の
危
機
に
陥
っ
て
い
た
と
想
像
で
き

る
。 

 
 

彼
は
ま
た
、昭
和
六
十
年
の
清
水
町
文
化
協

議
会
発
足
と
同
時
に
会
長
を
引
き
受
け
「
町
民

一
人
一
文
化
運
動
」
を
力
強
く
展
開
し
た
。こ
れ

ら
の
功
労
は
改
め
て
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。 

  

参
考
文
献 

司
馬 

遼
太
郎 

著 

『
街
道
を
ゆ
く
』 

⑱
「
越
前
の
諸
道
」 

渡
部 

智 

著 

『
小
指
の
は
た
ら
き
』 

      

『
あ
し
た
に
陶
芸
村 

夕
べ
に
乗
泉
寺
あ
り
き
』  

                                                                                     

渡
部
智
氏
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、ご
当

人
は
（
藤
田
）
重
良
右
衛
門
さ
ん
の
発
見
に
つ
い

て
は
こ
と
ご
と
く
語
る
こ
と
を
さ
れ
な
い
。」 

と
、紹
介
し
て
い
る
。短
い
文
で
は
あ
る
が
、渡
部

智
氏
の
人
柄
と
越
前
焼
・陶
芸
村
と
の
関
わ
り
を

婉
曲
な
表
現
の
よ
う
に
見
え
る
が
、実
に
鋭
く
的

確
に
と
ら
え
て
い
る
と
思
う
。 

  

渡
部
氏
は
大
正
十
一
年
（19

2
2

）
乗
泉
寺
に

生
ま
れ
る
。昭
和
十
五
年
、旅
順
工
科
大
学
を
卒

業
。炭
鉱
、採
鉱
学
教
室
助
手
、軍
隊
な
ど
を
経

て
昭
和
二
十
一
年
か
ら
県
職
員
と
な
る
。結
核
の

た
め
療
養
生
活
を
送
り
復
職
。工
場
誘
致
の
担

当
で
は 

呉
羽
紡
ナ
イ
ロ
ン
工
場
を
は
じ
め
、永
大

産
業
合
板
工
場
、松
下
電
器
の
部
品
工
場
な
ど
の

誘
致
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
経
験
が

「
越
前
陶
芸
村
計
画
」
に
活
か
さ
れ
、役
立
っ
た
と

い
う
。 

  

昭
和
四
十
二
年
県
窯
業
試
験
場
長
に
就
任
。

越
前
焼
を
大
き
く
発
展
さ
せ
、地
域
開
発
の
軸

に
す
る
た
め
、優
れ
た
技
能
と
行
動
力
の
あ
る
若

い
陶
芸
家
の
集
団
を
作
ろ
う
、作
陶
活
動
が
自
由

に
出
来
る
創
作
的
な
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、若
者
が

住
ん
で
楽
し
い
村
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
越

前
陶
芸
村
計
画
を
思
い
立
つ
。 

  

昭
和
四
十
六
年
県
陶
芸
館
オ
ー
プ
ン
。館
長
を

兼
務
す
る
。こ
れ
を
機
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
各
報

道
機
関
が
一
斉
に
陶
芸
村
構
想
を
取
材
、そ
れ
が

引
き
金
と
な
っ
て
県
内
外
か
ら
入
村
を
希
望
す

る
若
手
の
陶
芸
家
が
次
々
と
現
れ
だ
し
た
。 

  

宮
崎
村
全
体
の
村
づ
く
り
も
、陶
芸
村
を
中 

                                                                                                                                                                                      



 

 

日時 ： ３月1６日(水) 

       15：00～16：00 

 

暖かい季節になり、公民館

花壇のチロリアンランプの土

の入れ替え作業をしました。 

事務所前のプランターに

は、秋に植えた、ビオラ、パン

ジー、ディジーの色とりどりの

花が咲き始めました。どうぞ 

見に来てください。 

  

 

 清水西公民館HPの

アクセスは下記の

QR コードからどう

ぞ。より見やすいカラ

ー版がご覧いただけ

ます。 

 また、講座の募集チ

ラシなども、合わせて

掲載されています。 

日時 ： 3月9日（水）10：00～11：00 

場所 ： 和室 

参加者 ： 17 名  

講師 ： 山本 康代 氏  

 新型コロナ感染拡大防止のためお休みが続いた「えいごといっしょ」ですが、今 

年度最後の開催になり、会場が密にならないよう、ZOOMを使ってリモート開催 

と会場での参加の方の同時開催になりました。2組の方がズームで参加してくれ 

ました。ミニーちゃんへのあいさつも、教室の赤ちゃんから画面の赤ちゃんまで 

歌に合わせて、お返事できました。先生から、英語で 

の質問もお互いの表情などを確認しながら進みまし 

た。春から保育園に入る方もいて教室が少し寂しくな 

りますが、また、新しいお友達が来てくれることを楽 

しみにしています。 

 

                     

での動きを見ながら、 

  
日時 ： 2月26日（土）10：00～12：00 

場所 ： 調理室、大会議室 

参加者 ： 11 名 

講師 ： 深谷 友子 氏 （食育アドバイザー） 

     渡辺 寿美子 氏 

 新型コロナ感染予防対策で安心安全に参加していただくために、ZOOMを使ってリモートで料理講

習会を行いました。お話も面白く、時々笑いも出ていました。今回のメニューは、“なぁんにもないけ 

ど ちょっとあがってきねの”(野菜たっぷり家庭料理 ）と名付けられ「焼きサ 

バの野菜あんかけ、いか干し大根の炒め煮、大根葉のきな粉あえ、おつけだん 

ご、甘酒プリン、焼き鯖寿司」でした。試食の時には先生も同席してくれ、質問タ 

イムになりました。いか干し大根とは、大根を幅広く切って、干した時まるでイ 

カのように見えるからだそうです。 

                

 

 

 

 ～初心者のためのズーム教室～ 

講師 ： 渡辺 晴子 氏 

参加者 : １１名 

教室の前には、スマホアド

バイザーの先生に来ていただ

き、ZOOM(ズーム)アプリを

各自のスマホに取り込む講座

を受けました。 

それから、取り込んだばかり

のアプリを起動させてエコクッ

キング教室に参加しました。ス

クリーンと、手元のスマホの画

面の両方を確認しながら見る

ことができました。 

清水西公民館 
LINE@QRコード 

 

災害情報・地区情報・公民館情報を 

 LINE でつなごう 

  清水西公民館の公式 

 LINEアカウントを作りました 

☆公式LINEにご登録お願いします。 

①LINEアイコンをクリックします 

②右記のQRコードでLINEの友だちを追加します 

③トークを開始し、メールの返信までをしてください。 

 

お友達登録はお済みですか？ 

まだの方は登録をお願いします。 

やり方が分からないときは、公民館までお越し

ください。 

※急な連絡をされる時は返信が遅れることがあ

るためLINEは使わず、電話でお願いします。 

日時 ： 3月5日（土）13：00～15：00 

場所 ： 調理室、大会議室 

参加者 ： 15 名  

講師 ： 渡辺 寿美子 氏  

 エコ料理は、毎日の買い物・調理・片付けの中で 

できる環境にやさしい行動です。今回は習ったばかりのZOOMのアプリと、スクリー 

ンを見ながら、講師の先生の調理の手順を確認しました。今回のメニューは捨ててしまう 

のはもったいない「大根の皮でおかか炒め」、炊飯器でご飯を炊くとき、お米の上に食材 

を載せて、下ごしらえを一緒にしてしまう「炊飯器で作るポテ 

トサラダ＆海南チキンライス風」、春の山菜の「ヨモギたっぷ 

りの簡単クリームチーズ豆腐」、「ふき味噌」でした。 

最後は一緒に試食をしながら、先生にいくつも質問が出まし 

た。エコクッキング、ぜひ実践してみてくださいね。 

 

                

 

           

                    

  

  

 

日時 ： 3月17日（木）10：00～11：00 

場所 ： 和室 

参加者 ： 18 名  

講師 ： あっぷちゃん、似顔絵師かっちゃん  

 今年度最後の教室は、「バルーンアートのあっぷちゃん」が 

きて、みんなに楽しいバルーンアートショーを見せてくれました。 

               バルーンを使って、何ができるか楽しみに待っていると、 

        カニになったり、プードルになったり、 

                お誕生日おめでとうのケーキまで 

                 作れないものはないくらい。 

                今回はママたちも簡単なバルー 

ンアートにも挑戦して、すごく楽しん 

でいたようです。 かっちゃんの似顔絵のプレゼント 

を見て、笑顔でうれしそうでした。また、来年度もお会い 

できることを楽しみにしています。 

 

 

 

           

                    

  

  

 

日時 ： 3月12日（土）14：00～15：00 

場所 ： 大会議室、清水畑町、大森町 

講師 ： 小林 隆男 氏（消防署員） 

参加者 ： 15 名  

 本来は２日間の親子防災キャンプの予定でしたが、新型コロナの感染拡大防止のため、内容を変更し、昨年立ち上がった自

主防災組織連絡協議会とふるさと創り委員会で、防災知識、地域内の安全や設備の点検について学びました。災害が発生し

た場合、情報を収集して被災者の安否を確認する訓練を清水畑町住民対象で行いました。今回は要支援者宅に黄色の布を結

び、それを確認し、指令本部に報告する訓練を、時間を計測しながらしました。次に、大森町にある福井市消防団清水西分団 

車庫の資材を確認しました。その後「新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえた一時救命処置 

の流れ」と題し、AED使用時の注意点など聞きました。受ける方の口元には顔を近づけない、 

不織布マスクか何か代わりになるものを口元に被せ、感染を防がなければなりません。AED 

の使い方も、何度も繰り返すことで、抵抗なく使えそうです。まず落ち着いて正しく使いましょう。 

 

では、今ある食材を使っての炊き出し訓練をしました。すばやく、倉庫から 

煮炊きに必要な道具を出すこと、準備に取り掛かれることも大切な訓練です。災害時、取り 

乱さず落ち着いて行動できるようにしましょう。 

 

           

                    

  

  

 

共催：清水西地区ふるさと創り委員会 

：清水西地区自主防災組織連絡協議会 

いか干し 


